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１ はじめに 

川崎市では、1998 年度から未規制化学物質の水環境中における存在状況を把

握することを目的に、海域及び市内河川で実態調査を実施してきた。環境省（当

時の環境庁）が公表した「内分泌攪乱化学物質問題への環境庁の対応方針につ

いて－環境ホルモン戦略 SPEED’98－」（1998 年５月、2000 年 12 月追加・修正）

のリスト 65 物質を中心に、要監視項目、要調査項目及び PRTR 法等に挙げられ

ている化学物質について、現在までに 105 物質の調査を行っている。2005 年３

月、環境省が「化学物質の内分泌かく乱作用に関する環境省の今後の対応方針

について－ExTEND2005－」を公表した。その中で、生態系への影響評価のため

の魚類を用いた試験において、試験を実施した 28 物質中メダカに対して内分泌

かく乱作用が強く推察された物質として 4-ノニルフェノール（分岐型）及び

4-t-オクチルフェノールが、メダカに対して内分泌かく乱作用が推察された物

質としてビスフェノールＡが挙げられている。しかし、ヒト健康への影響評価

のためのほ乳類を用いた試験においては、28 物質でラットを用いて試験を実施

したところ、いずれの物質でもヒト推定暴露量を考慮した用量では明らかな内

分泌かく乱作用は認められなかったと判断されている。 

 

２ 目的 

本報告では、当研究所で行っている水環境中の化学物質の分析について、い

ままで調査した物質の中から 4-ノニルフェノール、4-t-オクチルフェノール及

びビスフェノールＡの３物質を例に、具体例を交えながら紹介する。 

 

３ 調査方法 

3.1 調査地点及び調査対象 

調査を実施した地点は、図１

に示す 23 地点である。 

調査の対象としたのは各調査

地点で採取した水質試料及び底

質試料である。試料の採取方法

を次に述べる。 

 

図１ 調査地点 



3.2 試料採取方法 

試料採取の際に使用した道具を図２に示す。図３は海域での実際の試料採取

の様子である。 

水質試料は、表層水をステンレス製のバケツですくいあげて、汚染がないよ

うにあらかじめ洗浄したガラスビンに採取した。この際、酸化を防止するため

にアスコルビン酸を添加した。 

底質試料は、底泥をエクマン・バージ採泥器で引きあげ、汚染がないように

あらかじめ洗浄したステンレス製の缶に採取した。この底泥を１mm メッシュの

ふるいを通した後に遠心分離し、沈殿物を均一に混合して底質試料とした。 

 

ステンレス製バケツ エクマン･バージ採泥器 

図２ 試料採取道具 

水質試料 底質試料 

図３ 試料採取の様子 
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3.3 分析方法 

分析方法の概要を図４に示す。 

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル（水質、底質、水生生物）」

及び「用水・排水中のアルキルフェノール類試験方法 JIS K 0450-20-10:2002」

に準拠して分析を行った。 

【水質試料】

【底質試料】

水試料 pH調整 液液抽出

湿泥 pH調整 固液抽出 希釈

液液抽出 脱水･濃縮 ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

溶出 濃縮･転溶 脱水･濃縮

誘導体化 内標準添加 GC/MS

脱水･濃縮

誘導体化 内標準添加 GC/MS

図４ 分析方法の概要 

 

図４の分析操作を模式的に表すと図５のようになる。 

①試料準備：今回の分析では、水質試料１L、底質試料 20g を使用した。 

②抽出：試料に溶媒を入れて上下に振ることにより抽出操作を行い、対象物

質を試料から溶媒に移す。 

③カラムクロマトグラフィー：ここでいうカラムとは、ガラス管に粒状のシ

リカゲルを詰めたもののことである。カラムを使用して対象物質を選

択的に回収する操作をカラムクロマトグラフィーといい、底質試料の

ように分析を妨害する物質を多く含む場合に用いられる方法である。 

④誘導体化：試薬を入れて対象物質の形を変化させて、ガスクロマトグラフ

質量分析計（ＧＣ/ＭＳ）で分析できるようにする。 

⑤定容：あとで濃度を計算するため、溶媒で正確に１mL にしておく。はじめ

の試料量からみると水質試料では 1000 倍の濃度になるため、分析機器

にかけた場合に検出しやすくなる。 

⑥分析：極微量を量りとれる注射筒を使用して、１mL にした試料から１μL

（１mL の 1/1000 の量）採り、ＧＣ/ＭＳに注入する。ＧＣの部分で試

料に含まれる物質が分離され、ＭＳの部分で物質の重さにより個々の

物質を特定できる。 

⑦結果：ＧＣ/ＭＳで分析すると図中に示したようなクロマトグラムが得られ

る。さまざまな物質を含んでいるためたくさんの山がみられる。その

中から対象物質を見つけるために、あらかじめ濃度のわかった標準物

質を溶かしたものを同じように分析し、山の大きさを比較して対象物

質の濃度を計算する。 

 15



 

 

図５ 分析操作の模式図 
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４ 結果 

表１ 調査結果 2003 年度の調査結果

を表１に示す。環境省に

よる内分泌攪乱化学物質

における環境実態調査結

果（2003）と同程度の濃

度であった。 

濃度
検出
下限値

濃度
検出

下限値
ND～0.1（海域） 200～3200（海域）

ND～0.2（市内河川） ND～250（市内河川）
ND～0.01（海域） ND～140（海域）

ND～0.01（市内河川） ND（市内河川）
ND～0.04（海域） 5～160（海域）

0.01～0.41（市内河川） 6～160（市内河川）

底質（μg/kg-dry）

NDは検出下限値未満

5ビスフェノールＡ 0.01

0.01 5

水質（μg/L）

ノニルフェノール 0.1 50

4-t -オクチルフェノール

  

５ おわりに 

当研究所では、水環境中における未規制化学物質の調査を実施してきたが、

水質、底質だけでなく生態影響という観点も考慮しながら調査方法について検

討していきたいと考えている。 
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